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結 果

○概ね２年後を目途に、それまでの試験成果を踏まえ、実用化に向けた評価を実施する
ことが確認された。

１．これまでの試験結果の概要

○軌間可変電車（フリーゲージトレイン）の車両基礎性能等を把握するため、日豊線に
おいて基礎性能試験、在来線速度向上試験等を行った。
○今回の試験の目標である最高速度80km/hでの走行を確認した。
（一部の曲線で横圧等の基準値を超過し、当該区間の目標速度が未達成の区間があった。）

①既存台車における対策
年度内に、既存台車において軸ばね、空気ばねの剛性の変更、踏面形状の変更等
の改良策を実施し、在来線での130km/hまでの速度向上試験等を行う。更に、引き
続き、新幹線での270km/hまでの速度向上試験等を行う。

これまでの試験結果、今後の対応と見通しについて審議、評価をいただいた。

②最新の知見を盛り込んだ試験用模擬台車の製作
最新の知見を盛り込んだ台車の性能を確認するため、これまでに得られた試験結果
等を踏まえ、寸法・形状の変更や更なる軽量化等を図った試験用模擬台車の設計及
び製作を行い試験台での試験を行う。

３．今後の見通し

２．今後の対応
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ＦＧＴに必要な性能

新幹線区間：高速走行安定性能

在来線区間：曲線通過性能

総合的に良い性能に
する必要がある。

フリーゲージトレインにおける改良策の例

○軸ばね

踏
面
こ
う
配

○車輪の踏面形状

高速走行に適した形状 ： 踏面こう配 小
曲線走行に適した形状 ： 踏面こう配 大

・シミュレーション等により最適な形状を選択

ばね剛性等を見直すこと
により走行性能を向上

・台車－車体間の振動を抑制
・車体の左右高さ及び左右輪重
バランスの調整

○空気ばね

・輪軸－台車間の振動を抑制
・レールの変化に対する車輪の
追従性の調整

一般台車写真例
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構内走行試験等

基礎性能試験・在来線速度向上試験等

在来線速度向上試験等

既存台車改良

試験台試験

試験用模擬台車の設計等

試験用模擬台車の製作・試験台試験

開
発
・
試
験
・
研
究

フリーゲージトレインの技術開発スケジュール

軌間変換試験
新在直通試験
新幹線速度向上試験等

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度～

走
行
試
験
等

実用化
に向け
た評価

対策①

対策②

対策①　既存台車における対策

　　　　　　    年度内に、既存台車において軸ばね、空気ばねの剛性の
                 変更、踏面形状の変更等の改良策を実施し、在来線での
                 130km/hまでの速度向上試験等を行う。更に、 引き続き、
                 新幹線での270km/hまでの速度向上試験等を行う。

対策②   最新の知見を盛り込んだ試験用模擬台車の製作

　　　　　      最新の知見を盛り込んだ台車の性能を確認するため、これ
                までに得られた試験結果等を踏まえ、寸法・形状の変更や
      　　　　 更なる軽量化等を図った試験用模擬台車の設計及び製作
                を行い試験台での試験を行う。

(目標速度８０km/h)

(目標速度１３０km/h)

(目標速度２７０km/h)
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